
































































































  ―清音([p][t][k][f][s])：小さい、少ない、快い、軽い、明るい、弱い 































･ ,･ ,･ , ･ , ･  
[o][oe][yo] 





･ , ･ ,･ , ･ , ･ , ･ , ･ ,･  
[u][wi][yu] 






























    
普通の語感 (平音) [g][d][b][s][j][ng] - [･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ] 
強い語感  (硬音) [gg][dd][bb][ss][jj][ll] - [･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ] 
激しい語感 (激音) [k][t][p][ch][h] - [･ ･ ･ ･ ･ ] 
 72
(4)末音の子音の役割 
ア．内派音([g][b][s]･ ,･ ,･ )：停止、あるいは差し迫って急な様、一時的な現象、軽い、
乾燥、弾力のない感じ 
イ．鼻音：([n][m][ng]･ ,･ ,･ )：響く性質(共鳴）、弾力性と持続性、湿潤、軽さ 
ウ．流音([l/r]･ )：進行、流動、変転、湿潤、持続性 
   ―日本語の場合：ら、り、る、れ、ろ の流音は動き（流動）の意味 

































































  例 派生方法 特徴 
[tnag-tnag][sak-sak][gadeuk-ga












ng]･ ･ ･ ･ , ･ ･ ･ ･ , 











[-･ ･ ･ ] 
-[daeda], [-･ ･ ] 






･ ･ ･ ･ ,･ ･ ･ ･ ,･ ･

















ng]･ ･ ･ ･ ,･ ･ ･ ･ ,













Ex)[adung-badung][･ ･ ･ ･ ], [eombeong-deombeong][･ ･ ･ ･ ], 
[obul-kkobul][･ ･ ･ ･ ], [odong-podong][･ ･ ･ ･ ], 
[otol-dotol][･ ･ ･ ･ ], [olmang-jolmang][･ ･ ･ ･ ], 
[ulgeut-bulgeut][･ ･ ･ ･ ]… 






「･ (ieung - ･ ･ )」は子音として認められず、空いているところを埋めるために書いて
おくもので、子音の添加ができることである。 
Ex)[aung-daung][･ ･ ･ ･ ], [omok-jomok][･ ･ ･ ･ ], 
[eoluk-deoluk][･ ･ ･ ･ ]… 
―音節交替：基本形の初音節が繰り返して、後の初音節では他の音節に変わる。 
Ex)[sikkeul-beokkeul][･ ･ ･ ･ ], [heodung-jidung][･ ･ ･ ･ ], 
[oksin-gaksin][･ ･ ･ ･ ]… 
―第１構成要素の[sikkeul][･ ･ ]が基本形で、[sikkeul-sikkeul][･ ･ ･ ･]はあるが、




Ex)[daegul][･ ･ ]-[daekdaegul][･ ･ ･ ･ ], 
[daegul][･ ･ ]-[daekdaegul][･ ･ ･ ]… 
イ)語中畳語：２番目の音節の子音と母音が右に写したもの。 
韓国語の語中畳語についてはまだ議論が多い。単語によって 3 音節のものが 2 音節にな
ったという意見もあるが、擬音語、擬態語の場合は単音節から多音節に変わっていきなが
ら音韻の挿入と重畳が行われるので、語中畳語が認められるべきである。 





(ア)最後の音節を語末に添加する。Ex)[kungdeok][･ ･ ]-[kungdeokdeok][･ ･ ･ ] 
(イ)[pareureu][･ ･ ･ ], [sareureu][･ ･ ･ ], [ureureu][･ ･ ･ ]などは、語根の語末子
音がない(C)Ｖの構造もので、語根の最後の音節を繰り返したものである。こういう形も語
末畳語に含まれる。 
(ウ)最後の音節のC(r/l-･ )にV(初声母音‘[eu] - ･  ’)を添加して繰り返したもの。 
Ex)[daegul][･ ･ ]-[daegureureu][･ ･ ･ ･ ], 






















































































―文章の中で自立し、[-geirida], [-daeda], [-ida], [-hada]などの派生語尾を添加す
ることができる。 
Ex)[asakbasak]-[･ ･ ･ ･ ]で[asak]-[･ ･ ]と[basak]-[･ ･ ]は各々存在する単語
で両方ともお菓子や野菜などの噛み味や切れ味がいいことを表す日本語の「さくさく」と









Ex)[oson-doson]-[･ ･ ･ ･ ], [eogeun-beogeun]-[･ ･ ･ ･  
 二つの構成要素の関係が不透明で、基本形が分からないものである。二つを別々に分け












































































  撥音の直前、直後には付けない。 
イ．り音の添加：促音、撥音の直後には付けない。 
  元々「り」音が入っているもの、或いは、語根にり音添加。 
ウ．撥音：元々、基本形に撥音が入っているもの。 





































































































































































































































































擬音語・擬態語が名詞になる接尾辞は、[-bo], [soe], [jil], [gwari]などがなるが、
代表的なものは[-i]であり、これが用いられることが一番多い。 
Ex)[ttung-ttung]-[･ ･ ]-[ttungbo]-[･ ･ ],[allang-allang]-[･ ･ ･ ･]-[all
ngsoe]-[･ ･ ･ ], [ttalkkuk-ttalkkuk]-[･ ･ ･ ･ ]-[ttalkkukjil]-[･ ･ ･ ], 
[kkwaeng-kkwaeng]-[･ ･ ]-[kkwaenggwari]-[･ ･ ]… 
 












･ ･ ] 
カクテキ  
[gaegul-gaegul] 























ABAB の形で、AB に[-ida]-[･ ･ ], [-georida]-[･ ･ ･ ], [-daeda]-[･ ･ ]が付いたり、






~(し) 続ける、~(し)たてる、 ~(し)こける ~(し)散らすという意味になる。  
韓国の擬音語・擬態語 ＋[hada] 意味 日本語の派生 
[mikkeun-mikkeun] 
-[･ ･ ･ ･ ] 
[mikkeun-mikkeun-hada] 
-[･ ･ ･ ･ ･ ･ ] 





-[･ ･ ･ ･ ] 
[geochil-geochil-hada] 
-[･ ･ ･ ･ ･ ･ ] 





韓国の擬音語・擬態語 ＋[eopda] 意味 
[budeul-budeul]-[･ ･ ･ ･ ] budeureopda]-[･ ･ ･ ･ ] なめらか 
[jinggeul-jinggeul]-[･ ･ ･ ･ ] [jinggeureopda]-[･ ･ ･ ･ ]不快な気持ちがする 


















･ ･ ] 
[-daeda]-[･ ･ ]
[-hada]-[･ ･ ] 意味 
[gubul-gubul] 




























-･ :-･ ,･ [-geun] -･ [-geul] -･ :-･ ,-･ [-geum] -･ :-･ [-geut] 
-･ :-･ ,-･ ,-･ ,-･ ,-･ ,-
･ ,-･ ,-･ ,-･ [-dak] 
: ･ ,-･ ,-･ ,-･
[-dong] 
-･ :-･ [-deuk] -･ [-deuk] 
-･ :-･ (-･ ,-･ )[-lak/ak] -･ :-･ [-lang] -･ :-･ [-lok] -･ :-･ [-mak] 
-･ [-mul] -･ :-･ ,-･ ,-･ [-bak] 




-･ :-･ ,-･ ,-･ ,-･ , 
-･ [-jak] 
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